




　県では、長期間放置され荒廃した森林について、「再生

の森事業」により平成22年度から26年度までの5年間で

3,500haを目安に間伐などの手入れを行い、森林の再生を

図っています。長期間放置された森林は木が混み合い、光

が遮られ、昼間でも森の中が真っ暗な状態です。このような

状態が続くと雨水により表土が流出して土砂災害の原因と

なるだけでなく、河川や海への流出が生態系へ悪影響を及

ぼします。一方、手入れをした森林は光が降り注ぎ、下草が

生え、緑に覆われて活き活きとした状態となります。そうした森

林は、台風などの自然災害にも強く、水資源を涵養して生物

多様で豊かな森へと再生します。

近くにアクアスや海水浴場があり、県外から観光客の方がたくさ
んいらっしゃる場所ですので、景観の面でも改善されることを期待
しています。また、日本海から強風の吹きつける地域ですので、防
風林としての能力の向上にも期待をしています。今後はこれらの機
能が働くように、保全と草刈などをしっかり進めたいと思います。

昔から防風林として松が植えてありましたが、近年、松
くい虫の影響により枯損が年 ひ々どくなり、浜田市では
毎年くん蒸処理をしていました。しかし、毎年松を切っ
ていくため松が無くなり、防風林としての機能が低下し
ていました。そんな時、地元の住民の方 か々ら何とかな
らないかと浜田市に問い合わせがあり、市から森林組
合に相談を受け、それならば、再生の森事業で抵抗
性マツの植栽をしたらどうかと提案をさせていただき、
事業として実行するというきっかけになりました。

 およそ1haあたり300本です。




